社会工学類　都市計画専攻　都市計画実習１中間発表　5/15(木)
	犯罪を減らし過ごしやすい筑波大学へ


担当教官：糸井川栄一
稲積大　坂本邦晴　坂本倫子　奥田弥生
中村理恵子　渡辺徹平　石田一茂　鳥山和人

＜調査の背景＞

　私たち筑波大学生はそのほとんどが大学まで電車を使用しないで通学できる範囲内に住んでいる。大学まで自転車で１０分以内という学生も決して少なくない。また筑波大学には塀も門もない。客観的にみれば、開かれた大学として見受けられるかもしれない。しかし、実際は誰でも入ることができるということから大学生を狙った犯罪と呼ばれる事件が起こることも少なくはない。せっかくの広大で自然の広がるキャンパスも犯罪の多発する地域となってしまっていてはその魅力は半減してしまう。そこで我々は「犯罪を減らし過ごしやすい筑波大学へ」ということをテーマとし、犯罪を減らし、被害を減らし、恐怖心をなくすことを目標とする。
＜防災班＞

　防災班の担当→防災・防犯→「災害を未然に防ぐ」

　つくば市の地理条件→大規模災害は起きにくい。

身近な日常災害を各自意識して生活
＜危険な場所とは＞

　つくば市において危険な場所を探したい。
　つくば市の危険地域、犯罪発生状況の確認
　　　　　　　　　　　↓
筑南消防署、つくば北警察署、つくば中央警察署へ聞き取り

＜ヒアリング＞　　　　

	
	筑南消防署
	中央警察署
	北警察署

	聞き取り実施日
	4/23
	4/28
	4/23

	話し手
	警防課救急担当

田中さん
	生活安全課長

濱田さん
	生活安全課長

加倉井さん


◆筑南消防署・・・・消防車の出動要請回数とその内容

　　　　　　　　　つくば市における火災とその実態

　　　　　　　　　つくば市で起きている放火について
◆つくば中央警察署・・・つくば市で起きている事件の1/3は筑波大学の関係者筑波大学関係者犯に対する意識が低すぎる
ひったくりは半数以上の被害者が筑波大学関係者

　　　　　　　　　　 筑波大学関係者の安全が確立されて初めて開かれた大学と言える。

◆つくば北警察署・・・・北署の管轄では侵入事件より非進入事件が多く発生している。

　　　　　　　　　　犯罪を減らすために防犯ステッカー、ダミーカメラ、巡回の強化などの対策を実施している。

◆筑波大学学生課・・・実際に学生が被害にあっている場所、時間について

　　　　　　　　　　犯罪を防ぐためには学生の意識改革が必要である。

＜テーマ設定までの流れ＞

· つくば市で起こっている犯罪の1/3は筑波大学に関係している。

· つくば市を扱う上で筑波大学生の関わる事件は無視できない。

· 実際に筑波大学内でひったくりなどの犯罪は起こっている

· 筑波大学生が犯罪にあう場所は基本的に筑波大学内が多い。
· 大学内の犯罪→自転車や原付の盗難などの対物
　　　　　　　　　ひったくりや恐喝などの対人　　　の２つに分けられる。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　対人犯罪の方が被害者にとって心身共にショックが大きく深刻である。
テーマ・・・
　　「犯罪を減らし過ごしやすい筑波大学へ」

　　　　　　　　　　　　　　　

目的・・・①犯罪を減らしたい。
　　　　　②被害を減らしたい

　　　　　③恐怖心をなくしたい

＜目的から仮説へ＞
· 抑止力をつくりたい

· 危険な場所を探したい

· 学生が不安だと思っている場所を探したい

· 実際に犯罪が起こっている要因と学生が不安に思っている要因は一致するのではないか

　　　　　　　　　　　　　↓仮説
　　　　　　みんなが危険だと感じる場所は犯罪が起こる
　　　

· つくば市で発生している犯罪の1/3は筑波大学関係者がからんでいる。
· 実際に大学内で犯罪は発生している。

· 犯罪は夜に発生している。

· 夜に出歩くのは防犯に対する意識が低いのではないか？

· 学生は防犯について考えているのだろうか？

· 学生の防犯に対する意識が高まれば筑波大学内で起こる犯罪も減少するのではないか

　　　　　　　　　　　　　↓仮説

　　　　　筑波大学生の防犯に対する意識が低いので犯罪が起こる。

＜今後の予定＞

　◇アンケートの実施
　　　　　学生の不安に感じる場所をアンケートにより選出

　　　　　　　　　　　　（質問例）筑波大学内においてどこを不安に思いますか？

　　　　　学生の防犯に対する意識を調査

　　　　　　　　　　　　（質問例）防犯グッズを普段から持っていますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　夜外出しますか？

◇聞き取り調査の実施

　　　　　犯罪を行う側の人間の心理状態、犯罪の抑止力、促進力の有無などを青年犯罪心理学の第1人者である日本女子大学の清永教授に大学周辺の警備や筑波大学の実態についてはライジングサンに伺う予定である。
◇実地調査の実施
　　　　　実際に犯罪の起こった場所の照度の測定

　　　　　危険場所や不安だと感じやすい場所の時間帯別通行人の数測定
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